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ティーチング・ポートフォリオを活用した
日本語教師研修のデザイン

トンプソン美恵子・舘岡洋子・毛利 貴美・伊藤奈津美

CJL研究プロジェクト報告会

2018年3月29日

【設置主旨】

• ティーチング・ポートフォリオ(TP)を活用した日本語教師研修の策定

-内省シートの開発

-教師間の対話による協働的内省を促す内省ステップの作成

-教師研修ワークショップの実施

• 内省ツールを活用した協働的内省を通じ、自身の実践とその理念に

気づき、実践を主体的に改善していく力を育成するFD研修のデザイン

【目標】
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【本プロジェクトの前提】

※図はいずれも報告者作成（トンプソン他，2018より転載）

Boud, D., Keogh R., and Walker, D.（1987）Reflection: Turning experience into learning. London: Kogan Page.
ピーターセルディン& J. エリザベス ミラー（2009）『アカデミック・ポートフォリオ』玉川大学出版部

①内省の捉え方

②対話による
内省促進

③内省の観点

【プロジェクト内容】

1) 教育に関する内省を促すTPワークショップの開発と実施

2) 研究に関する内省を促すRP(research portfolio)ワーク

ショップの開発

3) 運営に関する内省を促すKPTワークショップの開発と実施

4) TPの専門家による講演会及びワークショップ開催
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1) 教育に関する内省を促すTPワークショップの開発と実施

• TPチャート開発とワークショップにおける内省＆対話のステップ作成

• ワークショップ実施（人数は参加者数）

- 2016年7月：6名

- 2017年4月：14名

cf.) センターの理念と自身の理念や実践の関連性
を内省させるチャート（トンプソン他，2017）

1) 教育に関する内省を促すTPワークショップの開発と実施

• トンプソン他（2017）

1) TP作成から気づいたこと

① エビデンスの捉え方の多様性と自身の傾向

② 理念と実践の関連性・一貫性

③ 理論が先か、実践が先か

2) TP作成ワークショップの対話から得たこと

もぐらさんは「自分が場所を作る、環境を
整える」感じ。私も対話とか自己表現、他
者理解とか、やりとりをしながら何か立ち
上げるのを大切にしている（省略）。

私は外面(外部への発信)に(関心が)向いて
いて、たぬきさんは人の内面に向いている。
(中略)内的な部分をどう育てていくかとい
うことに今後は意識していきたいと思った。

他者の理念から自己の理念に気づく 他者の姿勢から自身の課題に気づく
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2) 研究に関する内省を促すRP(research portfolio)
ワークショップの開発

• RPチャートの開発とワークショップにおける内省＆対話の

ステップ作成

• パイロットワークショップ実施（人数は参加者数）

- 2016年11月：4名

- 2018年2月：3名 ※いずれもプロジェクトメンバー

研究哲学の共有＆教育活動改善のために必要な研究・
根本的探究の方向性に対する気づき（トンプソン他，2018）

3) 運営に関する内省を促すKPTワークショップの開発と実施

• KPTチャート開発とチームでの内省＆対話のステップ作成

• ワークショップ実施@常勤教員座長MTG

- 2016年10月

- 2017年4月

・ワーキングでの運営活動について内省し、Keepを付せんに個別に記入
[シェア1]メンバーで一枚ずつチャートに貼りながら共有

・Problemを付せんに個別に記入
[シェア2]メンバーで一枚ずつチャートに貼りながら共有
[シェア3]マトリックスを使って、問題を整理及び分析

・Problemの整理を踏まえながら、Tryを付せんに個別に記入
[シェア4]メンバーで一枚ずつチャートに貼りながら共有
[シェア5]マトリックスで整理し、実行する事柄の優先順位を確認
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4) TPの専門家による講演会及びワークショップ開催

• FDWGとの協力開催

• CJL全教員を対象（参加者36名）

• 日本のTP第一人者土持ゲーリー法一氏

を（帝京大学教授）招聘

• 教育の改善を促しあう教師間の対話

に関する講演及びワークショップ実施

【進捗状況と今後の展望】

•内省チャート及び内省＆対話のステップの精緻化

•一定の制限をかけた上で、開発した内省チャート及び対
話のステップを発信
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